
発行所 

東海教区教務所 
愛知県名古屋市中区 

門前町 1 番 23 号 

TEL 052-321-0028 

FAX 052-332-4097 

info@tokai-hongwanji.net 

  

編 集 

教務所長 岡嵜秀恵 
東海教区委員会 広報部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

願記に関すること 

再度の確認です。 
  

○願記申請冥加金（教

区願記手数料含む）に

つきましては、必ず現

金書留、又はご持参く

ださいますようお願い

申しあげます。 

 

○任期満了に伴う責任

役員任命申請及び門徒

総代届につきましては

満了日の２月前から書

類を受理いたします。 

 

〇願記の〆切について

締切日の１週間前まで

に教務所まで提出いた

だきたくお願いしま

す。 
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「東海教区の皆さまへ」 

東海教区教務所長 岡嵜秀恵 
 

新型コロナウィルスによる緊急事態宣言がようやく解除されま 

した。予断を許さない状況に変わりはありませんが、2 月から始 

まった営業自粛・移動の自粛要請が段階的に緩和され少しずつ社 

会活動が戻ろうとしています。この間、先が見えない不安のなか対応に苦慮されな

がら、寺院活動にご尽力いただいておりますこと厚く御礼を申しあげます。  

この感染症は世界中に拡がり、多くの方々が亡くなられています。お亡くなりに

なられた方々に謹んで哀悼の意を表しますとともに、罹患されている皆さまとその

ご家族や関係の皆さまに心よりお見舞い申しあげます。そして、感染リスクの高い

最前線にたつ医療従事者の方々、日常のライフラインを維持するため懸命に働かれ

ている方々に深く敬意と感謝を申しあげます。  

各方面からご心配をいただいておりますが、自粛を続けておりました東海教区・

名古屋別院の教化活動、各種教化団体の活動も状況を見ながら少しずつ再開してい

きたいと考えております。ただそれは感染対策を十分に講じ、政府からだされた「新

しい生活様式」を踏まえたうえでの活動となります。各組・寺院からも、様々な活

動が延期・中止を余儀なくされ、経済的にも教化活動のうえからも厳しい状況であ

るとの声もお聞かせいただいております。寺院はみ教えのもと、人が集い、つなが

り、そして苦悩する者どうしが支え合うことで護持されてきました。そこで受け継

がれ、大切にされてきた「お勤め」「聴聞」「つどい」の場が制約され、門信徒と「つ

ながり合う」ことが現在非常に困難となっています。しかし、たとえ対面でのつな

がりは難しくとも、電話や手紙でのお見舞い、文書伝道、オンラインでの Web 伝道

や会議などで「つながり」を維持する方法を模索していく必要性を感じます。 

一方、悲しいことですが、不安な生活を強いられるなか、偏見や差別などいのち

の尊厳に関わる問題が生じています。正しい情報をもとにした冷静な対応が求めら

れます。 

専如ご門主様は、『法統継承に際しての消息』において、「本願念仏のご法義は、 

時代や社会が変化しても変わることはありませんが、ご法義の伝え方は、その変化

につれて変わっていかねばならないでしょう。現代という時代において、どのよう

にしてご法義を伝えていくのか、宗門の英知を結集する必要があります。」とお示し

になられています。 

感染収束の先行きが見えない厳しい状況ではありますが、私たち一人ひとりが協

力し創意工夫を重ね、様々なつながりのなかで人と人との心の結びつきを深めてい

き、そして阿弥陀様の智慧と慈悲と念仏者の生き方を正しく、わかりやすく伝える

努力が必要です。皆さまとともに、感染防止につとめつつ、ご門主様のお心を体し、

「和顔愛語」「少欲知足」の心をもって偏見や差別などに悩み苦しむことのない御同

朋の社会をめざして歩んでまいりたいと思います。 

最後になりましたが、現在東海教区では教区内寺院の皆さまへの教化助成費を検

討いたしております。今後、教区会、組長会等関係各所と協議のうえ対応してまい

りたいと思いますので、ご理解を賜りますよう何卒よろしくお願い申しあげます。 
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よ
り 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
教
区
報

３
、
４
、
５
月
号
の
発
行
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し

た
。
延
期
や
中
止
を
含
め
こ
の
間
の
教
区
行
事
の
案

内
と
報
告
が
で
き
な
か
っ
た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
号
か
ら
の
教
区
報
発
行
に
あ
た
り
、
教
区

新
体
制
の
報
告
よ
り
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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